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13時00分から16時00分まで   

経済産業省別館944号会議室  

議 事 次 第  

1．開  

2．審  

議  
事  

1 議題  

Ⅰ 食品中のカドミウムの規格基準の一部改正について  

Ⅱ 食品中の農薬等の残留基準設定について   

（1）農薬関係  

①継続審議に係る品目  

・メソトリオン（国内登録＋暫定基準の見直し）  

②新規登録等による新規設定に係る品目   

－ジメテナミド（国内登録＋インポートトレランス（以下   

IT）＋暫定基準の見直し）   

－プロスルホカルブ（国内登録）  

・メタラキシル及びメフエノキサム（国内登録＋暫定基準  

の見直し）  

③適用拡大等による追加設定に係る品目  

・トリプロキシストロビン（適用拡大＋IT＋暫定基準の  

見直し）   



エスプロカルブ（適用拡大）※  

メタアルデヒド（適用拡大＋魚介類）※  

テブフェノジド（魚介類＋暫定基準の見直し）  

ビリプチカルブ（魚介類）  

オキサジアゾン（魚介類＋暫定基準の見直し）  

（※食品安全委員会における食品健康影響評価が2回目以降のもの）  

（2）動物用医薬品関係   

①薬事法に基づく承認に伴う残留基準の設定  

・性腺刺激ホルモン放出ホルモン・ジフテリアトキソイド  

結合物を有効成分とする豚の注射剤  

②薬事法に基づく再審査に伴う残留基準の設定  

・鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラー・マキシ  

マ）混合生ワクチン  

③薬事法に基づく承認事項の変更に伴う残留基準の設定  

，牛及び豚用インターフェロンアルファ経口投与剤  

2 報告事項  

（1）食品衛生分科会における審議対象の経過について（報告）  

（2）高濃度にジアシルグ リセロールを含む食品の安全性評価に  

必要な試験の信頼性確保について  
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平成21年10月19 日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 岸 玲子 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

食品規格部会長  大前 和幸  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会報告について   

平成20年7月4日付け厚生労働省発食安第0704001号をもって諮問された食品  

衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づく食品中のカド  

ミウムの規格基準の一部改正にちいて、当部会で審議を行った結果を別添のとおり  

取りまとめたので、これを報告する。   



（別 添）  

食品中の・カドミウムの規格基準の一部改正について  

1．経 緯   

食品中のカドミウムについては、食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告   

示第370号）第1食品の部 D各条の「穀類、豆類及び野菜」において、穀類及び   

豆類の成分規格として、米にカドミウム及びその化合物がCdとして1．Oppm以上含   

有するものであってはならないと定められている。   

また、0．4ppm以上1．Oppm未満の米は、農林水産省の指導により非食用に処理さ   

れている。  

このような状況下、食品中のカドミウムについて国際規格策定の検討が開始され  

たことを受けて、平成15年7月、我が国における食品からのカ 

に係る安全性確保について、厚生労働省から食品安全委員会に対し食品健康影響評  

価を依頼し（食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第3項）、平成20   

年7月、食品安全委員会からカドミウムの耐容週間摂取量が答申された。   

これを踏まえ、厚生労働省から薬事・食品衛生審議会に対し、食品中のカドミウ  

ムの規格基準の一部改正にちいて諮問がなされ、当部会において審議した結果、米   

については平成18年に決定された国際規格を踏まえてカドミウムに係る成分規格の   

改正を行うことが適当との結論が得られた。この改正について、平成21年2月、厚  

生労働省から食品安全委員会に対し食品健康影響評価を依頼し（食品安全基本法第   

24条第1項）、平成21年8月、その評価結果が答申された。   

なお、食品中のカドミウムについては、同各条の「清涼飲料水」及び「粉末清涼  

飲料」にも規格基準が定められているが、これらの見直しについては、別途審議を   

行う。  

2．食品健康影響評価   

食品安全基本法第24条第3項の規定に基づき平成15年7月1日付け厚生労働省   

発食安第0701021号により、及び同条第1項の規定に基づき平成21年2月9日付け  

厚生労働省発食安第0209014号により厚生労働大臣より食品安全委員会委員長あて   

に意見を求めた食品健康影響評価については、平成20年7月3日付け及び平成21   

年8月20日付けで食品安全委員会より結果が通知されている。  

9．結論  

＜耐容週間摂取量＞  

カドミウム7pg／kg体重／週  

苛1′旛   



＜根拠＞   

カドミウムの長期低濃度曝露におけるもっとも鋭敏かつ広範に認められる有害  

性の指標は、腎臓での近位尿細管の再吸収機能障害である。したがって、今回の  

リスク評価における耐容週間摂取量は、国内外における多くの疫学調査や動物実  

験による知見のうち、特に一般環境における長期低濃度曝露を重視し、日本国内  

におけるカドミウム摂取量が近位尿細管機能に及ぼす影響を調べた2つの疫学調  

査結果を主たる根拠として設定された。すなわち、カドミウム汚染地域住民と非  

汚染地域住民を対象とした疫学調査結果から、14．4pg／kg体重／週以下のカドミウ  

ム摂取量は、ヒトの健康に悪影響を及ぼさない摂取量であり、別の疫学調査結果  

から、7日g／kg体重／過程度のカドミウム曝露を受けた住民に非汚染地域の住民と  

比較して過剰な近位尿細管機能障害が認められなかった。したがって、カドミウ  

ムの耐容週間摂取量は、総合的に判断して7pg／kg体重／週に設定することが妥当  

である。  

3．我が国における食品からのカドミウム曝露状況  

（1）食品からの摂取量  

平成19年度の「食品中の有害物質等の摂取量の調査及び評価に関する研究」（厚   

生労働科学研究）におけるマーケットバスケット方式による1日摂取量調査によ   

ると、我が国において食品からのカドミウムの1日摂取量は、21．1pg／人／日であ   

り、体重53・3kgの人で2．8pg／kg体重／過となる。これは、耐容週間摂取量7日g／kg   

体重／週の約4割程度である。  

このうち寄与率の最も高い食品は米であり、カドミウムの1日摂取量の約4割   

（耐容週間摂取量の約2割）を占めている。そのほか、雑穀、野菜、魚介類等か  

ら摂取されており、軟体動物（イカ等）の内臓を用いた加工食品に、比較的高い   

カドミウム含有を示す調査結果が得られている。   

（2）曝露推計  

平成15年度の「日本人のカドミウム曝露量推計に関する研究」（厚生労働科学   

研究）において、確率論的曝露評価手法（モンテカルロ・シミュレーション）に  

より以下の前提で曝露推計が行われた。   

（D食品の摂取量  

平成7年度から12年度までの国民栄養調査データ（20歳以上の成人男女のう  

ち、妊娠している者を除いた約5万3千名のデータを体重1kg当たり1週間の  

摂取量に換算して使用）   



②食品中のカドミウム濃度   

・農林水産省による農産物等に含まれるカドミウムの実態調査結果   

・輸入分として、米国産の小麦及び大豆の実態調査結果   

（国内産と海外産の消費割合を考慮して、これらの調査結果を使用）  

当該推計の結果、いずれの食品についてもカドミウムの基準値を設定しない場   

合の95パーセンタイル値は7．33pg／kg体重／週であった。また、米のカドミウム   

の基準値を0．4ppmに設定した場合の95パーセンタイル値は7．18pg／kg体重／遇   

であり、いずれも食品安全委員会の食品健康影響評価により定められた耐容週間   

摂取量と同程度であり、人の健康に悪影響を及ぼさない摂取量であるとされてい   

る14．4pg／kg体重／週を十分下回っている。   

なお、食品安全委員会の食品健康影響評価によると、当該曝露推計における曝  

露分布は計算上のものであり、分布の右側部分は、統計学的に非常に誤差が大き   

く、非常に確率が低い場合も考慮されている領域であり、実際には耐容週間摂取   

量を超える人は、ほとんどいないと考えるのが妥当であるとされている。   

（3）食品健康影響評価におけるカドミウム摂取量の評価   

食品安全委員会の食品健康影響評価においては、食品からのカドミウム摂取に   

ついて、次のとおりまとめられている。   

10．まとめ及び今後の課題   

（前略）カドミウムは、土壌中、水中、大気中の自然界に広く分布し、ほとん  

どの食品中に環境由来のカドミウムが多少なりとも含まれる。特に、日本では   

全国各地に鉱床や廃鉱山が多く存在し、米中カドミウム濃度が他国に比べて高  

い傾向にあり、米からのカドミウム摂取量が食品全体の約半分を占めている。  

しかしながら、近年、日本人の食生活の変化によって－1人当たりの米消費量が   

1962年のピーク時に比べて半減した結果、日本人のカドミウム摂取量は減少し  

てきている。2007年の日本人の食品からのカドミウム摂取量の実態については、   

2’1．1pg／人／日（体重53．3kgで2．8pg／kg体重／遇）であったことから、耐容  

週間摂取量の7pg／kg体重／週よりも低いレベルにある。したがって、一般的な  

日本人における食品からのカドミウム摂取が健康に悪影響を及ぼす可能性は低  

いと考えられる。（以下、賂）  

4．我が国における食品中のカドミウム低減対策   

農産物中のカドミウム低減対策については、農林水産省及び環境省において、我  

▼マ   



が国でカドミウムの摂取の寄与率の高い食品である米に係る対策から優先的に研究  

開発、実証及び普及がなされるとともに、対策の推進が図られている。  

（1）米   

米については、現在、水田土壌の汚染状況等に応じて次のような対策が開発さ   

れ、全国各地で講じられている。   

①土壌浄化対策  

■客土  

カドミウムの作物移行を防止するために、平成19年度末までに計6，104ha  

の汚染された水田で非汚染土壌による盛り土、他用途への転用などの対策を行  

った。   

・植物浄化  

土壌中のカドミウムを吸収する能力が高いこ 

土壌中カドミウムを吸収させる。カドミウム吸収能により選抜された水稲（品  

種名：長香穀）を栽培した場合、3年間の栽培で土壌中カドミウム濃度が4割程   

度低下（対策前0．76mg／kg、対策後0．45mg／kgl））したことが確認されている。  

さらなる技術の普及に向け、平成21年度より実証事業が開始された。   

②吸収抑制対策   

・湛水管理  

水稲出穂前後の時期に水田に水を張ることにより、カドミウムの水稲への吸  

収が抑制される。通常の水管理を行った場合に比べ玄米中カドミウム濃度が8   

割程度低下（通常管理0．50mg／kg、湛水管理0．08mg／kg2））したことが確認さ  

れている。平成20年度には約37，800haで実施された。   

（2）その他の農産物  

その他の農産物についても、次のとおり対策を講じることとされている。   

①転作作物  

転作作物として水田で生産される大豆、麦、野菜等のカドミウム濃度を低く  

抑制するために、植物浄化等の土壌浄化対策を推進する。   

②畑作物  

畑で生産される大豆、麦、野菜等について、土壌や農産物の含有実態調査を  

通じて、対策が必要な地域の絞り込みを行うとともに、カドミウム低吸収性晶  

1）農林水産省委託プロジェクト「農林水産生態系における有害化学物質の総合管理技術の開発」（平成15～19  

年度）における成果  

2）稲原ら、日本土壌肥料学雑誌、第78巻、第2号、p149－155   



種・品目への転換や土壌改良資材の施用等によるカドミウム吸収抑制対策を推  

進する。併せて、植物浄化技術わ畑への適用や新たなカドミウム低吸収性品種  

の開発等、畑で生産される農産物に係るカドミウム低減対策の実用化に向けた  

研究開発を進める。  

農林水産省では、今後、各地域で行われた対策事業の成果を収集・解析し、カ 

ミウムの汚染低減のための指針（仮称）を作成するとともに、現在普及が進められ  

ている農業生産工程管理の管理項目に当該指針の内容を組み込むことにより、農産  

物におけるカドミウム低減対策を一層推進することとしている。  

5．諸外国の規制状況   

国際的な食品規格であるコーデックス規格は、以下のとおりである。  

○食品中の汚染物質規格  （COD豆XSTAN193－1995，Rev．3－2007）  

食品群   
基準値3）  

（mg／kg）   
備 考   

精米   0．4  

小麦   b．2 

穀類（そばを除く）   0．1   
小麦、．米を除く  
ふすま、胚芽を除く   

ばれいしょ   0．1 皮を剥いたもの   

豆類   0．1   大豆（乾燥したもの）を除く   

根菜、茎菜   0．1   セロリアック、ばれいしょを除く   

葉菜   0．2  

その他の野菜  
（鱗茎類、アブラナ科野菜※、  0．0   食用キノコ、トマトを除く   
ウリ科果菜、その他果菜）   

海産二枚貝   2   カキ、ホタテを除く   

頭足類（イカ、タコ）   2   内臓を除去したもの   

※「アブラナ科野菜」のうち、葉菜で結球しないものは「葉菜」に含まれる。  

○個別食品規格  

食 品   基準値   備 考   

ナチュラルミネラルウオーター  0．003（mg／1）  CODEXSTANlO8－1981   

一食塩   0．5（mg／kg）  CObEXSTAN150＿1985   

3）cODEXSTAN193－1995，Rev．3－2007   

1．2．4Maxi湘mlevelandrelatedtelTnS  

TheCodexmaximLLmLevetn4t）foracontaminantinafoodorfeedcommodityisthemaximumconcentrationofthat  
SubstancerecommerldedbytheCodexAlimentariusCommission（CAC）tobelegallypermittedinthatcommodity．   



また、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドにおいて農水産物  

等に基準値が定められている。  

6．審議結果   

カドミウムは自然環境中に存在し、一次産品を汚染するため、農水産物の生産段   

階でできるだけ汚染を防止することが望まれる。   

一方、食品安全委員会の食品健康影響評価によると、現在の我が国の食品摂取の   

状況においては、一般的な日本人における食品からのカドミウム摂取が健康に 

響を及ぼす可能性は低い．と考えられるとされている。   

また、直近のマーケットバスケット方式による1日摂取量調査においても、その   

摂取量は耐容週間摂取量から見て十分低い値である。  

当部会においては、食品中のカドミウムについて、これらの．状況及び「食品中の   

汚染物質に係る規格基準設定の考え方」を踏まえて審議を行い、最も寄与率の高い   

「米」について、国内の含有実態にALA鮎の原則4）を適用し、国際規格に準じて基   

準値を0．4ppmに改定することとした（米が1日摂取量の約4割を占めており、他   

の食品に比べて寄与率は格段に高い）。「米」以外の品目については、米に比べ生   

産量や寄与率が低いため、検査に要する労力、時間、コストなどを考慮すると、基   

準を設定し遵守させることによるカドミウム曝露の低減に大きな効果は期待でき   

ない。農林水産省を通じ関係者に対して引き続きカドミウムの低減対策を講じるよ   

う要請するとともに、一定期間経過後にその実施状況について報告を求め、必要に   

応じて規格基準の設定等について検討することとする。   

（1）食品中のカドミウムの規格基準の一部改正  

食品衛生法第11条第1項の規定に基づき、米のカドミウムの成分規格を、カド  

ミウム及びその化合物にあっては、玄米及び精米中にCdとして0．4ppmを超えて  

含有するものであってはならないと改めることが適当である。  

また、現行の成分規格において定めているカドミウムの試験法のうち、有害試  

薬（クロロホルム等）を使用するジチゾン・クロロホルム法については廃止する  

とともに、現行の原子吸光法と同等以上の性能を有する試験法を別途通知により  

示すこととする。  

4）「合理的に達成可能な範囲でできる限りイ氏く設定する（AslowasreasonablyachleVable）」との考え方。   



＜参考 規格基準告示新旧対照表＞  

1 穀類及び豆類の成分規格  

改正案   現 行  

次の表の第1欄に掲げる穀類又  ■次の表の第1欄に掲げる穀類又  
は豆類は、同表第2欄に掲げる物  は豆類は、同表第2欄に掲げる物  
をそれぞれ同表第3欄に定める量  をそれぞれ同表第3欄に定める量  
を超えて含有するものであっては  を超えて（ただし、同表第2欄に  
ならない。   掲げるカドミウム及びその化合物  

にあっては同表第3欄に定める量  
以上）含有するものであってはな  
らない。   

第 1 楓  米（玄米及び精米をいう。）   米（玄米をいう。）   

第 2 欄  カドミウム及びその化合物   カドミウム及びその化合物   

第 3 欄  Cdとして0．4ppm   Cdとして1．Oppm   

2 穀類及び豆類の成分規格の試験法  

改正案   現 行   

（1）検体   玄米及び精米  玄米   

（2）．カドミウム  カ下ミウムの定量法は、次に示  カドミウムの定量法は、1．に示   

試験法   す原子吸光法による。   す原子吸光法による。ただし、2．  

原子吸光法（略）   に示すジチゾン・クロロホルム法  

によることができる。  

1．原子吸光法（略）  
2．・ジチゾン・クロロホルム法（略）   

（2）食品中のカドミウムについての消費者への情報提供及び低減対策の推進  

日本人の食品からのカドミウム摂取の実態については、耐容週間摂取量の7   

pg／kg体重／週よりも低いレベルにあり、一般的な日本人における食品からのカド   

ミウムの摂取が健康に悪影響を及ぼす可能性は低いと考えられる。  

しかしながら、摂取寄与率は低いものの、海産物やそれらを原料とした加工食   

品など、一部にカドミウム濃度が高い食品があることも事実であり、消費者に対   

してバランスの良い食生活を心がけることの重要性について情報提供を引き続き   

行うことが望ましい。   

また、カドミウムの摂取寄与率の高い米をはじめとし、大豆、麦、野菜等の農   

作物については、農林水産省が実施している低減対策を引き続き推進するよう、   

農林水産省を通じて関係者に要請する。   

加えて、引き続きカドミウム汚染の実態把握に努めるよう、農林水産省を通じ   

て関係者に要請することが必要である。また、それらの実施状況について3～5年   

後を目途に報告を求めることとする。   



（参 考）  

○審議経緯   

平成15・年7月1日  厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに「食品からのカドミ  

ウム摂取の現状に係る安全性確保」に係る食品健康影響評価につい  

て依頼   

平成20年7月3日  食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あて食品健康影響評価の結  

果について通知   

平成20年7月4日  厚生労働大臣より薬事・食品衛生審議会に食品中のカドミウムの規  

格基準の一部改正について諮問  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会において審議  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会において審議  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会において審議  

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに「米のカドミウムの  

成分規格改正」に係る食品健康影響評価について依頼するとともに、  

「米の成分規格からのカドミウム試験法の削除」について食品健康  

影響評価を行うことが明らかに必要でないときに該当するか照会  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あて照会事項について回答  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あて食品健康影響評価の結  

平成20年7月8日  

平成20年10月22日  

平成21年1月14日  

平成21年2月9日  

平成21年2月19日  

平成21年8月20日  

果について通知  

平成21年10月6日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会において審議  

○薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会委員（◎は部会長）   

＜平成21年1月23日まで＞   

国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部第一室長  

大妻女子大学家政学部食物学科教授  

女子栄養大学栄養学部実践栄養学科教授  

自治医科大学地域医療学センター環境医学部門教授  

国立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部長  

東海大学海洋学部水産学科教授  

岩手大学農学部教授  

国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター病理部長  

金沢大学医薬保健研究域薬学系教授  

国立がんセンター総長  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

国立医薬品食品衛生研究所食品部第二室長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長   

五十君静信   

池上 幸江   

石田 裕美   

香山不二雄   

小西 良子   

小沼 博隆   

品川 邦汎   

西川 秋佳   

早川 和一  

◎廉橋 説雄   

松田りえ子   

宮原 誠   

山内 明子  



＜平成21年1月24日から＞   

浅見 真理   

五十君静信   

石田 裕美   

井上 達  

◎大前 和幸   

香山不二雄   

′J、西 良子   

′j、沼 博隆   

阪口 雅弘   

長野 哲雄   

松田りえ子   

宮原 誠   

宮村 達男   

山内 明子  

国立保健医療科学院水道工学部水質管理室長  

国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部第一室長  

女子栄養大学栄養学部実践栄養学科教授  

国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター長  

慶底義塾大学医学部教書受  

自治医科大学地域医療学センター環境医学部門教授  

国立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部長  

東海大学海洋学部水産学科教授  

麻布大学獣医学部獣医学科教授  

東京大学大学院薬学系研究科教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

国立医薬品食品衛生研究所食品部第二室長  

国立感染症研究所長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長  

－ 9 －  
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メソトリオン（Mesotrione）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の新規設定及び暫定的な残留基準の見直し   

農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があり、併せて  
経緯  

ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   
0  0  NO2   ＼くヽ   】   0 ／ク  

so2CIも   

用途   農薬／除草剤   

トリケトン系除草剤  

作用機構  
感受性植物（一年生雑草全般）のカロチノイド生合成系に関与する酵素  

（4－ヒドロキシフ工ニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ）を阻害することによ  

り、白化症状を発現させて、枯死に至らしめるものと考えられている。   

適用作物／適用雑草名等  農薬登録申請：とうもろこし、稲／一年生広葉雑草、マツバイ等   

我が国の登録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

国際基準は設定されていない。米国においてとうもろこし、アスパラガス、  

諸外国の状況  ベリー類等に、カナダにおいてクランベリー等に、ニュージーランドにおい  

てとうもろこしに基準値が設定されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．003mg／kg体重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠］3世代 繁殖試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量 0．3mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品  

同様、一律基準（0．01ppm）が適用される。   

TMDl／ADl比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  
国民平均   1．3  

幼小児（1～6歳）   2．4  

妊婦   0．9  

高齢者（65歳以上）   1．3  

TMDt：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiIyIntake）   

平成21年7月28日に在京大使館への説明を実施  
平成21年9月24日～同年11月23日 WTO通報実施  

意見聴取の状況  （意見の有無について連絡待ち）  

平成21年10月14日～同年＝月12日 パブリックコメント実施  

（意見なし）   

答申案   別紙2のとおり。   
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メソトリオン  （別紙1）  

農産物名   基準値  基準値    登録  参考  基準¶且   作物残留試験成績   
米   

Dロm   PPm  DDm   Dロm  

甲  
ロロm  

001  ＜0002 ＃ ＜0002，≠   
とフもろしし   0．01  ＜0．002，＜0．002   

mgr8m  

拗 爛  1dcom  

その Sor脚印 Miuot’訂血   

と’きび   001  【米国】くq．Pl（町〒8（軌 
アス∠ヽフガス  【米国】＜n〔lrn＝R）  
オク‾   q．ql  8  

001                Zズヘジー  
プ7、－クヘリー   

＜001 －3  
001  

プレーヘリー  
タフンヘリー   erry  【米国】＜0．01（＃）（n＝5）  0．01  ㌻ゝ錨 諾   12月までの期限付きの基準0．01ppm  

週如  ふdSm山げ川itCropgroup13－07）  

【米国】軸汀ygr叫Pを削軋 
その他のオイレヾ－ド  

牛の筋肉  
豚の筋肉  

牛の脂  
豚の脂肪  
その他の陸生 乳類に す  
牛の肝臓  

頸榊 モ～；油1  ‘亮繋  0．01  一 山こ・＝ ■  ニ‘一 一 …   一 ・ ＝：■こ   ●： ● ＝   ＝・－   

－′一・∫  ＝＝警 ノ畳  

豚の腎謄  

牛の食用純分  
豚の食用卸分  

蜘              ；＝護  

その他の陸 乳類に属ナる動物の食用敵分  ；ご長  

注）カナダの規綱対♯は親化合物  

ゝ萎  

の の    の  
鶏の脂肪  
モ  豪  

1 

鶏の肝鱒  
その他の家きんの肝臓  減  dMo■tbyproductsofpo山け  

鶏甲腎臓  豊  
その他の家きんわ智臓  
鶏の食用部分  
その他の家きんの食用部分  

のF  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において設定された基準値（暫定基準）については、網をかけて示した。  
（＃）これらの作物残留試験の一都は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
米℡88汀y訂Oupの代表農産物は、ブラックベリー又はラズベリー及びブルーベリー．  

注）EUでは、よ作掛こついて、メソトリオンと代謝物MNBAの和として、分析上の限界値（L馴耶汀Lhto一心■帆cJDet■min山ohO．05－0．1ppm）が基準せとして投定されている．  
畜産物については、基準仙ま設定されていない．   

カナダ、NZでは、基準が世定されている上記以外のよ産物lこついて、0．1pp【nをDo嵐山MRLとして投定している．   



（別紙2）  答申（案）  

メソトリオン   

食品名   
残留基準値  

ppm   

米   0．01   
とうもろこし   0．01   
その他の穀類（注1）   0．01   
さとうきび   0．01   
アスパラガス   0．01   
オクラ   0．01   
ラズベリー   0．01   
ブラックベリー   0．01   
ブルーベリー   0．01   
クランベリー   0．01   
その他のベリー類果実（注2）   0．01   
その他のオイルシード（注3）   0．01   
その他のハープ（注4）   0．01   

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小  

麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のもの  
をいう。  

（注2）「その他のベリー類果実Jとは、ベリー類果  
実のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブ  
ルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外  
のものをいう。  

（注3）㌻その他のオイルシード」とは、オイルシー  

ドのうち、ひまわりの種子、ごまの種子、べにばな  
の種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものを  
いう。  

（注4）「その他のハープ」とは、ハープのうち、ク  
レソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎  
及びセロリの薬以外のものをいう。   
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ジメテナミド（Dimethenamid）  

農薬の食品中の残留基準の新規設定及び暫定的な残留基準の見直し  

度に基づく基準設定の要請があり、併せてポジティブリスト制度導入時に設定した  

は、平成8年に既に農薬登録がなされている。今回、S体の比率を高めた化合物  

ホップ等に、カナダにおいてキャベツ、豆類等に、EUにおいててんさい等に、オー  

無毒性量 3．8mg／kg体重／day  

審議の対象  

構造式  

作用機構  

嗣 

状 

諸外国の状況  

し 

評 

基準値案  

暴露評価  

意見聴取の状   

15  



農薬名  ジメテナミド  
（別紙1）  

く0．01，く0．01／く0．01，く0．01   

米国かぶ（地上部）】  

〈0．01（軌く0．01（＃）   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）  

答申（案）   

ジメテナミド  

残留基準値  
食品名  

DDm   

とうもろこし   0．05   
大豆   0．05   
ばれいしよ   0．01   
かんしよ   0．01   
てんさい   0．05   

かぶ類の根   0．01   

かぶ類の菓   0．1   
キャベツ   0．05   

たまねぎ   0．01   
にんにく   0．01   

その他のゆり科野菜乱ノ   0．01   
きゆうり（ガーキンを含む。）   0．01   

かぼちや（スカッシュを含む。）   0．01   

しろうり   0．01   

すいか   0．01   

メロン類果実   0．01   
まくわうり   0．01   

その他のうり科野菜往Zノ   0．01   
えだまめ   0．05   
その他の野菜吐Jノ   0．01   
ホップ   0．05   

牛の筋肉   0．01   
豚の筋肉   0．01   

その他の陸棲晴乳類に属する動物正4ノの筋肉   0．01   

牛の脂肪   0．01   

豚の脂肪   0．01   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の脂肪   0．01   
乳   0．01   

鶏の筋肉   0．01   
その他の家きん圧bノの筋肉   0．01   
鶏の脂肪   0．01   

その他の家きんの脂肪   0．01   

鶏の肝臓   0．01   

その他の家きんの肝臓   0．01   

鶏の腎臓   0．01   
その他の家きんの腎臓   0．01   
鶏の食用部分   0．01   
その他の家きんの食用部分   0．01   

鶏の卵   0．01   

その他の家きんの卵   0．01   

※今回基準値を設定するジメテナミドとは、S体と  
R体の和をいう。  

注1）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のう  
ち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガ  
ス、わけぎ及びハープ以外のものをいう。  

注2）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のう  
ち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、メロン  
類果実及びまくわうり以外のものをいう。   

注3）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、  
てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野  
菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科  
野菜、ほうれんそう、たけのこ、オクラ、しようが、  
未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、き  
のこ類、スパイス及びハーブ以外のものをいう。   

注4）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、  
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外  
のものをいう。  

注5）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以  
外のものをいう。   

1了  
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プロスルホカルブ（ProsuLfocarb）  

農薬の食品中の残留基準の新規設定  

農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があったもの。  

0  
Js：1  

農薬／除草剤  

チオカーバメート系の除草剤  

主に脂質生合成系（超長鎖脂肪酸生合成系）を阻害することにより、生体  

膜変性を誘起し、細胞分裂に影響を与えて雑草を枯死させると考えられて  

いる。   

適用病害虫等  農薬登録申請；小麦、大麦／一年生雑草   

録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

児   
国際基準は設定されていない。EUにおいて、にんじん、たまねぎ、セロリ  

等に、オーストラリアにおいて、大麦、小麦、畜産物に基準が設定されてい  

る。   

許容一日摂取量（ADl）0．O19mg／kg体重／day  

ざ員会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

響評価結果   無毒性量l．9mg／kg体重／day  

安全係数100  

別紙1のとおり。  

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   0．6  

幼小児（1～6歳）   1．4  

妊婦   0．6  

高齢者（65歳以上）   0．4  

TMDI：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiIyIntake）   

状況   
平成21年10月2日に在京大使館への説明を実施  
今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定  

別紙2のとおり。   

審議の対象  

構造式  

作用機構  

適用作物／適  

我が国の登金  

諸外国の状三  

食品安全委  

食品健康影重堅  

暴露評価  

意見聴取の   
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農薬名  プロスルホカルブ  （別紙1）  

参考基準値  
基準値  

農産物名  
外国  作物残留試験成績  

案   現行   基準値  
ppm  ppm  ppm  PPm  ppmpm 

小麦   0．05  申  

大麦   
く0．01，く0．01  

0．05  申  く0．01，く0．01   

20．   



（別紙2）  

答申（案）   

プロスルホカルブ  

食品名   残留基準値 Dt）m  小麦  0．05  大麦  0．05   
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メタラキシル及びメフエノキサム（MetaIaxy［andMefenoxam）  

ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。  

果を有するとされる。   

適用作物／適用病害虫等  （既登録剤及び新規登録剤ともに）ばれいしょ、トマト、きゆうり等／疫病、べと病等   

本化合物のラセミ体（D体とL体の比率が50：50）である「メタラキシル」については、昭和  

我が国の登録状況  59年に矧こ農薬登録がなされている。今回、D体について「メタラキシルM」として新たに農  

薬登録申請がなされた。   

穀類、大豆等に国際基準が設定されている。米国において小豆類、ぱれいしょ等に、カナ  

諸外国の状況  
ダにおいて小麦、大豆等に、オーストラリアにおいて仁果果実類、パイナップル等に、ニュ  

一ジーランドにおいてベリー類等に、EUにおいてたまねぎ、かんきつ類等に基準値が設定  

されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．022mg／kg体重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠】2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量 2．2mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品同様、－  

律基準（0．01ppm）が適用される。   

TMDt／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／AD［比  

（％）  

暴露評価  国民平均   31．6  

幼小児（1～6歳）   64．4  

妊婦   27．0  

高齢者（65歳以上）   29．0  

TMDt：理論最大一日摂取量（TheoreticatMaximumPailylntake）   

意見聴取の状況   
平成21年10月2日に在京大使館への説明を実施  

現在、パブリックコメント及びmo通報手続中   

答申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  農薬名：メタラキシル及びメタラキシルM   

Grain cereal 

0，014，0．025（あずき）  
Vegetablelegume   【米国】く0．05～0．06（＃）（n＝5）（インゲン）   
Vegetablelegume   【米国】〈0．05～0．11（＃）（n＝7）  

Veg8tablelogume   

【米国】〈0．05（＃）（n＝16）  

く0．02，0．03（わさびだいこん）  



食品名   基準値  参考基準値  
案ppm   外国基準値※）   残留試験成績   

PPm   PPm  PPm   DDm  

クレソン   2   
5  米国 vegetableleafy   

はくさい  0．3  2  ○・申   0．020，0．088  

0．3  

キャベツ  0．5  0．5  （⊃  0．5  CodexCabbageshead  
0．0乙0．06  

田  

芽キャベツ  0．2  ．2  0．2  CodexBrusselssprouts  
2   

ケー／レ  2  
0，3  豪州 LeafyY8getables   

こまつな  2  ○  0．20，0．44  

0．1  

きような   3   2   ○  1．02，0．40（みずな）   

0．1  

チンゲンサイ   2   2   ○  0．52，0．16  

0．1  

カリフラワー   0．5   0．5  0，5  Codex Caullflower 
2  

ブロッコリー   0．5   2  ○  0．5  Codex Broccoli 
〈0．1，く0．01  

田  

その他のあぶらな科野菜   0．7   2   ○  0．26．0．25（ひろしまな）   
5   

ごぼう   2  
0．5  米国 Vegetablerootandtuber  

サルシフイー  2  0．5  米国 Vegetablerootandtuber   

アーティチョーク  2  
0．5  米国 Veg8tablerootandtuber   

チコリ  2  1 EU Scarole 

ユングイブ  2  
5  米国 Vegetableleafy   

しゆんぎく  2  
5  カナダ Garlandchrysarlthemum   

レタス  2  2  2  CodexLettucehead  
5   米国Lettucehead   

その他のきく科野菜  2  
5  米国 Vegetablel閃fy   

たまねぎ  2  2  ○・申  2  CodexOnionbulb  
く0．01（軋く0．01（＃）  

3  

【EU】く0．02（n＝4）  
0．02（＃），0．03（＃）   

【EU】たまねぎを参照  

N
∽
 
 
 



残留試験成練  

【米国】く0．05～2．5（＃）（n＝6）  
0．38（軋0．05（軋0．31（＃），0．60（＃〉  

その他のなす科野菜  

かぼちや（スカッシュを含む）   
CodexSquashsu血mer，Wintersquash   

Codex Wat8rm8lom   

0．23（＃∴0．01（＃）   
CodexKelonsexc8ptYatemelon   

く0．05～0．531（＃）（n＝8）   
＊0．52～0．86（＃）（n＝4）   

N
の
 
 
 



食品名   基準値  参考基準値  
案ppm   外国基準値※）  残留試験成凍  

PPm  DDm  PPm  Pロm   

マッシュルーム  2  

しいたけ  

その他のきのこ類  

その他の野菜   3   2   ○  3＊  【米国】0．18～2．5（n＝13）（ジンセン）  

0．26．0．26（うど）   

5l   

みかん   0／2  ○  0．04（＃），0．02（＃）  

（暫定基準値の1ppmは、以前設定されていた登録   
保留基準を参照したもの（類型3－1））  

なっみかんの果実全体  
（カナダのCitrusfruitsは残留データはなく、  

他の国からの輸入品に使用されうることに配慮し   
たものとされる。）  

レモン′  0．7   2  

ロ  米国 Fruitcitrus  【米国lo．44～0．94（1982－1983年のデータ）   

0．5  EU Le皿On5   【EU】0．08～0．41（n＝4）  

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  0．7  
ロ  米国 Fruitcitrus   【米国】0．12～0．28／0．09～0．79／0．27～0．79  

（1982－1983年のデータ）  

0．5  EU Oranges   【EU】0．02～0．11（n＝4）  

グレープフルーツ  0．7   2  

ロ  米国 Fruitcitrus   【米国】レモン、オレンジを参照   

0．5  EU Grapefruit   【EU】レモン、オレンジ、マンダリンを参照  

ライム   0．7   
ロ  米国 Fruitcitrus   【米国】レモン、オレンジを参照   

0，5  EU LiIコeS   【EU】レモン、オレンジ、マンダリンを参照  

その他のかんきつ類果実   0．7   
ロ  米国 Fruitcitrus   【米国】レモン、オレンジを参照  
0．5  EU Mandarins，Citrusfruitothers   【EU】マンダリン0．08～0．17（n＝4）   

りんご  0．2  
ロ  EU Apples   【EU】く0，02（＃）（n＝4）  

0．2  （＃）EU基準値との開きを考慮  
（暫定基準値は、以前設定されていた登録保留基  

準を参照したもの（類型3－1））  

日本なし  0．2   
EUPears  【EU】りんごを参照  

0．2  

西洋なし   0．2   
EUPears   【EU】りんごを参照  

0．2  

マルメロ   0．2   
EUQuinces   【EU】りんごを参照  

0．2  

びわ   0．2   
EULoquat  【EU】りんごを参照  

0．2   

N
」
 
 
 



、おうとうを参照   

あんず（アプリコットを含む）  【米国】＊0．49～0．82（＃）（n＝2）  
（＃）Wの4～8倖の処理を考慮  

すもも（プルーンを含む）   【米国】＊0．17～0．47（＃）（n＝2）   
（＃）GAPの4～8倍の処理を考慮   

CodeよRaspberriesredblack   

【米国】く0．05～1．63（＃）（n＝13）   

その他のペリー類  

CodexAvocado   

その他のオイルシード  

q
 
 
 

N
ひ
 
 



食品名   基準値  参考基準値  
案ppm   外国基準値※）   残留試験成績   

PPm   Dpm  Ppm   pPm  

ぎんなん  

くり  

ペカン  1 

アーモンド   0．4   0．5＊  米国Almond   【米国】く0．05～0．88（＃）（n＝6）   

くるみ   0．4   0．5＊  米国 Walnut   【米国】〈0．05～0．13（＃）（n＝6）   

その他のナッツ類  ロ  豪州 Macademianuts   

茶   0．1   0．1  

コーヒー豆  

カカオ豆  0．2  0．2  0．2  Codex Cacao beans   

ホップ   10   10  （⊃  10  CodexHopsdry  
1．0，0．6  

20   

その他のスパイス（種子を除く）   5   2  ○  1．26（＃），1．66（＃）（みかん果尿）   

0．5  米国 Vegetablerootandtuber  
0．1  

その他のハープ   2   ○・申  0．64（＃），0．35（みょうが）   

8   

牛の筋肉   0．02  0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofcattle   

豚の筋肉   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofhogs   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofgoats，horses．sheep   

牛の脂肪   0．02   0．4  0，4  米国 Cattlefat  カナダの基準値は米国で実施された試験成績を  

0．05＊＊  カナダ Fatofcattle   基に評価がされたものとされる。   

豚の脂肪   0．02  0．5  0．4  

0．05＊＊   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．02   0．4  0．4  

0．05＊＊   

牛の肝臓   0．1   8．3  0．4  

0．3＊＊   

豚の肝臓   0．1   0．3  0．4  

0．3＊＊   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．1   0．3  0．4  

0．3＊＊   

牛の腎臓   0．3   0．3  0．85＊＊  カナダ Kidneyofcattle   

豚の腎臓   0．3   0．3  0．4  

085＊＊   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．3   0．3  0．4  

0．85＊＊   

牛の食用部分   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatbyproductsofcattle   

豚の食用部分   0．02   0．2 0．05＊＊  カナダ Meatbyproductsofhogs   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分  0．02   0．2  0．05＊  カナダ Meatbyproductsofgoats，horses，Sheep   

乳  0．03  0．02  
0．01＊＊   

N
¢
 
 
 



その他の家きんの脂肪  

その他の家きんの肝臓  

その他の家きんの腎臓  

平成17年11月29日厚生労働省公示第499号において設定された基準値については、網を付けて示した。   

（＃）これらの作物残留試験は、適用範囲内で行われていない。   

外国基準値欄は、定量限界以外の基準値を記載している。「～－M」と記載した食品は、メタラキシ／Ⅷの基準値であることを示す。   

○作物残留試験の分析対象   
JMPR及びEUではD－鏡像異性体のメタラキシルMを対象とし、米国及びカナダではメタラキシル及びメタラキシルM並びにその代謝物をまとめて加水分解し、   
2，6－ジメチルアニリンを生成させ、その総量をメタラキシル又はメタラキシルMの残留値としている。豪州ではラセミ体のメタラキシルを分析対象としている。   

＊印は、基準値を設定する際に、米国又はカナダの基準を参照した箇所で、代謝物が含まれている。   

＊農産物では、植物体内運命試験成凄から、親化合物と2，6－DMAに変換されると推測される代謝物の合計に対する親化合物の推定最大割合の1／1，5≒0．7を換算係数として乗じ、  
一律基準を超える農産物について、下2桁目を切り上げて基準値を設定した。   

＊＊畜産物では、親化合物と2，6－D舶に変換されると推測される代謝物の合計に対する親化合物と代謝物Dの推定最大割合と推定される0．2～0．3の係数（家畜0，3、家きん0．2）を  
カナダの基準値に乗じ、一律基準を超える畜産物について、端数を切り上げて基準値を設定した。   



（別紙2〉  

答申（案）   

メタラキシル及びメフエノキサム  

食品名   
残留基準値  

（ppm）   

米（玄米をいう。）   0．1   
小麦  0．05  

大麦  0．05  
ライ麦  0．05   
とうもろこし   0．05   
そば   0．05   
その他の穀類（注1）   0．05   
大豆  0．05  
小豆類  0．2  
えんどう  0．2   
らつかせい   0．1   
その他の豆類（注2）   0．2   
ぱれいしよ   0．3   
こんにやくいも   0．3   
てんさい   0．05   
さとうきび   0．05   
だいこん類（ラディッシュを含む）の根   0．2   
だいこん類（ラディッシュを含む）の葉   0．2   
かぶ類の根   0．3   
かぶ類の菓   0．3   
西洋わさび   0．2   
はくさい   0．3   
キャベツ   0．5   
芽キャベツ   0．2   
こまつな   

きような   3   

チンゲンサイ   2   

カリフラワー   0．5   
ブロッコリー   0．5   
その他のあぶらな科野菜（注3）   0．7   
レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   2   

たまねぎ   2   

ねぎ（リーキを含む）   0．2   
にんにく   0．5   
アスパラガス   0．05   
わけぎ   0．2   
その他のゆり科野菜（注4）   0．3   
にんじん   0．05   
パセリ   2   

みつば   2   

その他のせり科野菜（注5）   
トマト   2  

ピーマン   2  

なす   
その他のなす科野菜（注6）   
きゆうり（ガーキンを含む）   
かぼちや（スカッシュを含む）   0．2   
すいか   0．2   
メロン類果実   0．7   
ほうれんそう   2   

オクラ   
しようが   
未成熟えんどう   0．2   
未成熟いんげん   0．2   
えだまめ   0．2   
その他の野菜（注7）   3   

みかん  0．2  
レモン′  0．7   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   0．7   
グレープフルーツ   0．7   
ライム   0．7   
その他のかんきつ類果実（注8）   0．7   
りんご   0．2   
日本なし   0．2   
西洋なし   0．2   
マ／レメロ   0．2   
ぴわ   0．2   

※）今回基準を設定するメタラキシル及びメフエノキサム  
とは、農産物においてはメタラキシル及びメフエノキサム  
をいい、畜産物においてはメタラキシル及びメフエノキサ  
ム並びに2－［（2，6－ジメチルフェニルト（2－ヒドロキシアセチ  
ル）アミノ］プロビオン酸をメタラキシル及びメフエノキサ  
ムの含量に換算したものの和をいうこと。  

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小麦、  
大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のものをいう。  

（注2）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆  
類、えんどう、そら豆、らつかせい及びスパイス以外のも  
のをいう。  

（注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野  
菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の菓、かぶ類の  
根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャ  
ベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きような、チン  
ゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハープ以外の  
ものをいう。  

（注4）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のう  
ち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガス、わ  
けぎ及びハープ以外のものをいう。  

（注5）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のう  
ち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつば、  
スパイス及びハーブ以外のものをいう。  

（注6）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のう  
ち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。  

（注7）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、て  
んさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、ゆり  
科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれん  
そう、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、未  
成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハープ  
以外のものをいう。  

（注8）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果  
実のうち、みかん、なっみかん、なっみかんの外果皮、な  
つみかんの果実全体、レモン、オレンジ、グレープフルー  
ツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。   
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メタラキシル及びメフエノキサム（つづき）  

食品名   
残留基準値  

（ppm）   

0．2   
ネクタリン   0．2   
あんず（アプリコットを含む）   0．2   
すもも（プルーンを含む）   0．2   
おうとう（チェリーを含む）   0．2   
いちご   7   

ラズベリー   0．2   
ブラックベリー   0．2   
ブルーベリー   

2   

その他のベリー類果実 （注9）   0．2   
ぶどう   
アボカド   0．2   
ハツン／ヨンフ／レーツ   0．2   
ひまわりの種子   0．05   
綿実   0．05   
アーモンド   0．4   
くるみ   0．4   
カカオ豆   0．2   
ホップ   10   
その他のスパイス（注10）（種子を除く。）   5  

その他のハープ（注11）   2  

牛の筋肉   0．02   
豚の筋肉   0．02   
その他の陸棲哺乳類に属する動物（注12）の筋肉   0．02   
牛の脂肪   0．02   
豚の脂肪   0．02   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．02   
牛の肝臓   0．1   
豚の肝臓   0．1   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．1   
牛の腎臓   0．3   
豚の腎臓   0．3   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．3   
牛の食用部分（注13）   0．02   
豚の食用部分   0．02   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．02   
鶏の筋肉   0．01   
その他の家きん（注14）の筋肉   0．01   
鶏の脂肪   0．01   
その他の豪きんの脂肪   0．01   
鶏の肝臓   0．06   
その他の豪きんの肝臓   0．06   
鶏の腎臓   0．2   
その他の豪きんの腎臓   0．2   
鶏の食用部分   0．01   
その他の豪きんの食用部分   0．01   
鶏の卵   0．01   
その他の家きんの卵   0，01   
乾燥させたその他のスパイス（種子に限る。）   5   

（注9）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実の  
うち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブルーベ  
リー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをい  
う。  

（注10）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西  
洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パプリ  
カ、しようが、レモンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果  
皮及びごまの種子以外のものをいう。   

（注11）「その他のハープ」とは、ハープのうち、クレソ  
ン、にら、パセリの茎、パセリの菓、セロリの茎及びセロ  
リの葉以外のものをいう。  

（注12）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲  
哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外のものをいう。  

（注13）「食用部分」とは、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓を  
除いた部分をいう。  

（注14）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外  
のものをいう。   
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トリプロキシストロビン（Trifloxystrobin）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の追加設定及び暫定的な残留基準の見直し   

農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う要請及びインポートトレランス制度に基  

経緯  づく基準設定の要請があり、併せてポジティブリスト制度導入時に設定した基準値  

の見直しを行うもの。   

構造式   

F   運F  

0／N   残雪／  

l   

用途   農薬／殺菌剤   

ストロビルリン系殺菌剤  

作用機構  病原菌の胞子発芽阻止、胞子発芽以降の宿主への侵入阻止や吸器の形成阻  

止、子座の形成阻止効果が確認されている。   

適用作物／適用病害虫等   
適用拡大申請；なし／輪紋病  

インポートトレランス申請；ライ麦、コーヒー豆等   

我が国の登録状況   てんさい、きゆうり、りんご等に農薬登録がなされている。   

キャベツ、核果果実等に国際基準が設定されている。米国においてアスパラガス  

諸外国の状況  
等に、カナダにおいてアーモンド等に、EUにおいてライ麦等に、オーストラリアに  

おいてバナナ等に、ニュージーランドにおいてかんきつ類等に基準値が設定され  

ている。   

許容一日摂取量（ADI）0．05mg／kg体重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠］1年間慢性毒性試験（イヌ・カプセル経口投与）   

食品健康影響評価結果   無毒性量 5mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品同様、  

一律基準（0．01ppm）が適用される。   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDt／ADI比  

（％）  

国民平均   25．4  
暴露評価  

幼小児（1～6歳）   55．9  

妊婦   19．5  

高齢者（65歳以上）   25．3  

TMDl：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDailyIntake）   

意見聴取の状況   
平成21年10月2日に在京大使館への説明を実施。  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定。   

答申案   別紙2のとおり。   
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農薬名  トリフロキシストロビン  （別紙1）  

作物残留試験成績   

その他のせり科野菜   

トマト   

ピーマン   0．3  

なす  

【1．29（韓国とうがらし）】  

その他のなす科野菜   
【0．05－0．27（n＝6）  

2．0   （米国とうがらし）】   

きゆうり   0．268，0．2   
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農薬名  トリフロキシストロビン  
（別紙1）  
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農薬名  トリフロキシストロビン  （別紙1）  

作物残留試験成績   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（‡）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

※「米」の基準値について；  

Codex基準における「Rice」及び米国基準における「Rice，grain」については、「籾米」に対する基準値であり、我が国  
における「玄米」に相当する食品への基準は設定されていない。ただし、2004年のJMPRによる評価において、精米へ  
の加工係数が0・18と設定されているため、本剤については、籾米のCodex基準である5ppmに加工係数0．18を乗じ、「精  
米」の基準値として0．9ppmを設定することとした。  

また、同様に、米ぬかへの加工係数が1．4と設定されており、これに基づきCodex基準として「米ぬか」に7ppmの基準  
値が設定されていること、及び、米の基準値設定のための試験データより、精米と米ぬかの重量比が88％＝12％と算出  
されたことから、「米（玄米）」の基準値として1・6ppmを設定することとした。〔精米（0．9mg／kgX88％）＋米ぬか（7mg／kg  
X12％）≒1．64mg／kg〕  
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（別紙2）  

答申（案）  

トリフロキシストロビン   

残留基準値  
食品名  

米   

DDm  

1．6   
小麦  0．2  

大麦  0．5  
ライ麦  0．05   
とうもろこし   0．05   
その他の穀類（注1）   0．05   
大豆   0．08   
らつかせい   0．05   
ばれいしよ   0．04   
てんさい   0．05   
だいこん類（ラディッシュを含む）の根   0．1   
かぶ類の根   0．1   
西洋わさび   0．1   
はくさい   0．5   
キャベツ   0．5   
芽キャベツ   0．1   

カリフラワー   0．5   
ブロッコリー   0．5   
ごぼう   0．1   

サルシフイー   0．1   
その他のきく科野菜（注2）   3．5   
ねぎ  0．7  
にんにく．  0．05   
アスパラガス   0．07   
にんじん   0．1   
パースニップ   0．1   
セロリ   3．5   
その他のせり科野菜（注3）   3．5   
トマト   0．7   
ピーマン   0．5   
なす   0．5   
その他のなす科野菜（注4）   2．0   
きゆうり   0．7   
かぼちや   0．3   
しろうり   0．3   
すいか   0．3   
メロン類果実   0．3   
まくわうり   0．3   
その他のうり科野菜（注5）   0．3   
未成熟いんげん   0．5   
えだまめ   0．08   
その他の野菜（注6）   3．5   
なっみかんの果実全体   0．5   
レモン′   0．5   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   0．5   
グレープフルーツ   0．5   
ライム   0．5   
その他のかんきつ類果実（注7）   0．5   
りんご   3   

日本なし   5   

西洋なし   5   

マ／レメロ   0．7   
びわ   0．7   
もも   0．2   
ネクタリン   3   

あんず（アプリコットを含む）   3   

すもも（プルーンを含む）   3   

うめ   3   

おうとう（チェリーを含む）   3   

※今回残留基準を設定するトリプロキシス  
トロビンとは、畜産物にあっては、トリフロキ  
シストロビン及び代謝物Bをトリフロキシスト  

ロビンに換算したものの和をいい、その他  
の食品にあっては、トリプロキシストロビンの  
みをいうこと。  

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、  

米、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそ  
ば以外のものをいう。  

（注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科野  
菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アーティ  
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎく、レ  
タス及びハーブ以外のものをいう。  

（注3）「その他のせり科野菜」とは、せり科  
野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセ  
リ、セロリ、みつば、スパイス及びハープ以  
外のものをいう。  

（注4）「その他のなす科野菜」とは、なす科  

野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外  
のものをいう。  

（注5）「その他のうり科野菜」とは、うり科野  

菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すい  
か、メロン類果実及びまくわうり以外のもの  
をいう。   

（注6）「その他の野菜」とは、野菜のうち、い  

も類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野  
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、  
なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、た  
けのこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、  
未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパ  
イス及びハーブ以外のものをいう。  

（注7）「その他のかんきつ類果実」とは、  

かんきつ類果実のうち、みかん、なっみ  
かん、なっみかんの外果皮、なっみかん  
の果実全体、レモン、オレンジ、グレープ  
フルーツ、ライム及びスパイス以外のもの  
をいう。   
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トリフロキシストロビン（つづき）   

残留基準値  
食品名  

Dpm   

いちご   0．2   
ぶどう   5   

かき   0．5   
バナナ  0．5  
キウイー  0．02   
パパイヤ   0．7   
グアバ   0，05   
マンゴー   0．7   
パッションフルーツ   0．05   
その他の果実（注8）   0．7   
綿実   0．05   
ぎんなん   0．02   

くり   0．04   
ペカン   0．04   
アーモンド   0．04   
くるみ   0．04   
その他のナッツ類（注9）   0．04   
茶   5   

コーヒー豆   0．05   
ホップ   40   
その他のスパイス（注10）   3．5   

その他のハーブ（注11）   3．5   
牛の筋肉   0．05   
豚の筋肉   0．05   
その他の陸棲噛乳類（注12）に属する動物の肉類   0．05   

牛の脂肪   0．05   

豚の脂肪   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．05   
牛の肝臓   0．05   

豚の肝臓   0．05   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の肝臓   0．05   

牛の腎臓   0．04   

豚の腎臓   0．04   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の腎臓   0．04   

牛の食用部分   0．05   
豚の食用部分   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．05   
乳   0．02   
鶏の筋肉   0．04   
その他の家きん（注13）の筋肉   0．04   
鶏の脂肪   0．04   
その他の家きんの脂肪   0．04   
鶏の肝臓   0．04   
その他の家きんの肝臓   0．04   
鶏の腎臓   0．04   

その他の家きんの腎臓   0．04   
鶏の食用部分   0．04   
その他の家きんの食用部分   0．04   
鶏の卵   0．04   
その他の豪きんの卵   0．04   
精米   0．9   
米ぬか   7   

小麦ふすま   0．5   
干しぶどう   5   

（注8）「その他の果実」とは、果実のうち、か  
んきつ類果実、りんご、日本なし、西洋な  
し、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あん  
ず、すもも、うめ、おうとう、ベリー類果実、  
ぶどう、かき、バナナ、キウイー、パパイヤ、  
アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー 
、 パッションフルーツ、なっめやし及びスパイ  
ス以外のものをいう。  

（注9）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類の  
うち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及  
びくるみ以外のものをいう。  

（注10）「その他のスパイス」とは、スパイス  
のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに  
く、とうがらし、パプリカ、しようが、レモンの  
果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及びご  
まの種子以外のものをいう。  

（注11）「その他のハープ」とは、ハープのう  
ち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  
菓、セロリの茎及びセロリの葉以外のものを  
いう。   

（注12）「その他の陸棲哺乳類に属する動  
物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、  
牛及び豚以外のものをいう。  

（注13）「その他の家きん」とは、家きんのう  
ち、鶏以外のものをいう。  
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エスプロカルブ（Esprocarb）  

農薬の食品中の残留基準の追加設定  

農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴い要請があったもの。  

o  

CH3   l…s人しcH≡H3CH3  

農薬／除草剤  

チオカーバメート系除草剤  

対象雑草に吸収された後、細胞分裂阻害、特に蛋白質合成阻害により生  

育を抑制または停止させることで、枯死させるものと考えられている。   

弔病害虫等  適用拡大申請：小麦／⊥年生雑草   

状況   稲に農薬登録がなされている。  

国際基準は設定されていない。  

諸外国においても残留基準値は設定されていない。   

許容一日摂取量（ADI）0．01mg／kg体重／day  

L会における     ［設定根拠］1年間慢性毒性試験（イヌ・カプセル経口投与）   

評価結果   無毒性量1mg／kg体重／day  

安全係数100  

別紙1のとおり。  

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   5．3  

幼小児（1～6歳）   9．3  

妊婦   5．0  

高齢者（65歳以上）   4．9  

TMDI：理論最大p日摂取量（Theoretica］MaximumDailyIntake）   

況   
平成21年10月2日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びmo通報手続きを予定  

別紙2のとおり。   

審議の対象  

構造式  

作用機構  

適用作物／適用  

我が国の登録状  

諸外国の状況  

食品安全委員  

食品健康影響言  

暴露評価  

意見聴取の状ノ   
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農薬名  エスプロカルブ  （別紙1）  

基準値  
農産物名  案  現行  

ppm   

く0．005（＃），く0．005（軌  

米   
く0．005（軌く0．005（軌   

0．02   0．02  ○  く0005（＃）   

小麦   申  0．05  〈001く001／く001（＃）   

魚介類   0．2   0．2  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）  

答申（案）   

エスプロカルプ  

食品名   残留基準値 ロDm  小麦  0．05   
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メタアルデヒド（Meta［dehyde）  

農薬の食品中の残留基準の追加設定  

農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴い要請及び  

魚介類への基準設定の要請があったもの。  

CH3  

cI√ 

H3C＼0＼c6  
0  

＼  

＼   0     ／  
／CH、。／C具  

H3C  cH3  

農薬／殺虫剤（軟体動物駆除剤）  

ナメクジ類、カタツムリ類及び淡水性リンゴガイ科巻貝の経口吸収及び腹足部か  

らの接触吸収により、麻痔を誘発するとともに粘液分泌を促し収縮させることで、  

死に至らしめると考えられている。   

弔病害虫等  適用拡大申請：みかん、レタス／ナメクジ類、カタツムリ類   

状況   稲に農薬登録がなされている。  

国際基準は設定されていない。  

EUにおいて、いちご、にんじん等に、オーストラリアにおいて、穀類、野菜  

類等に基準値が設定されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．022mg／kg体重／day  

し会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

評価結果   無毒性量 2．2mg／kg体重／day  

安全係数100  

別紙1のとおり。  

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   7．8  

幼小児（1～6歳）   15．4  

妊婦   7．0  

高齢者（65歳以上）   6．6  

TMDI：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiIyIntake）   

況   
平成21年11月5日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定  

別紙2のとおり。   

審議の対象  

構造式  

作用機構  

適用作物／適用  

我が国の登録状  

諸外国の状況  

食品安全委員  

食品健康影響言  

暴露評価  

意見聴取の状   
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農薬名  メタアルデヒド  （別紙1）  

参考基準値  
基準値  

農産物名  
外国  

案  現行  
作物残留試験成績   

ppm   Ppm   

基準値  
ppm  ppmpm pm  

米（玄米をいう。）  0．2  0．2  ○  く0．05（＃）く005（＃）   

小麦   0．2   0．2  
とうもろこし   0．2   0．2   

申  レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）  3  
みかん   0．2  申  く005（＃）く005（＃）   

なたね   0．2   0．2  

その他のスパイス   0．7   0．2  申  
0．11（軋0．22（＃）（‡）  
（みかんの果皮）   

魚介類   0．02  

（‡）この作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をづけた残留値を基準値策定の根拠とした。 ＃こ 
（）れらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）  

答申（案）  

メタアルラごヒド   

残留基準値  
食品名  

DDm   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   3   

みかん   0．2   

その他のスパイス注）   0．7   

魚介類   0．02   

注）「その他のスパイス」とは、スパイスのう  

ち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とう  
がらし、パプリカ、しようが、レモンの果皮、オ  
レンジの果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外の  
ものをいう。  
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テブフェノジド（Tebufenozide）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の追加設定及び暫定的な残留基準の見直し   

経緯   
魚介類への基準値設定の要請があり、併せてポジティブリスト制度導入  

時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   

H3C   O  H O   ll11l Y＼c－N－N－Cr＼cり2CH3  l   C（CHJ3  

鴫C   

用途   農薬／殺虫剤   

ベンゾイルヒドラジン系殺虫剤  

作用機構  昆虫の脱皮ホルモン様作用を示し、幼虫における異常脱皮を促すことに  

より作用すると考えられている。   

適用作物／適用病害虫等   稲、りんご、かんしよ等／コブノメイガ、ハマキムシ、ハスモンヨトウ等   

我が国の登録状況   稲、りんご、かんしょ等に農薬登録がなされている。   

アーモンド、キャベツ、仁果果実等に国際基準が設定されている。  

米国においてりんご、かんきつ類等に、カナダにおいてりんご、レタス等  

諸外国の状況  に、EUにおいてかんきつ類、仁果果実等に、オーストラリアにおいて仁果  

果実、ぶどう等に、ニュージーランドにおいて仁果果実、キウィ一等に基準  

値が設定されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．016mg／kg体重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠］2世代繁殖試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量l．6mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品同様、  

一律基準（0．01ppm）が適用される。   

EDI／ADl比は、以下のとおり。  

EDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  国民平均   38．3  

幼小児（1～6歳）   64，7  

妊婦   30．3  

高齢者（65歳以上）   41．0  

EDl：推定一日摂取量（EstimatedDaiJyIntake）   

意見聴取の状況   
平成21年11月5日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定   

答申案   別紙2のとおり。   

4了   



テブフェノジド  （別紙1）  農薬名  

0．62，2．60／0．20，   

（米国キャベツ・外菓あ   

（米国結球レタス・外葉  

（米国リーフレタス）】   
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農薬名  テブフェノジド  （別紙1）  

（アプリコットを含む。）  
プルーンを含む。）  
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農薬名  テプフェノジド  （別系氏1）  

その他のハープ   

牛の筋肉   
豚の筋肉   （牛の筋肉参照）   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉   
牛の脂肪   
豚の脂肪   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   
牛の肝臓   

（牛の肝臓参照）   

鶏の筋肉   
その他の家きんの筋肉   
鶏の脂肪   
その他の家きんの脂肪   
鶏の肝赫  
その他の家きんの肝臓  
鶏の腎臓  
その他の家きんの腎臓  
鶏の食用部分  
その他の家きんの食用部分  
鶏の卵  
その他の家きんの卵   
魚介類   
とうがらし（乾燥させたもの）   10  10  
干しぶどう   2  那  2  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（‡）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

※キウイーの基準値については、果皮を含む全果実に適用するものとする。  
＊米国の畜産物の基準値は代謝物を含む。  
「作物残留試験」欄に「推‥」の記載のあるものは、推定残留量であることを示している。  
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（別紙2）  

答申（案）   

テブフェノジド  

残留基準値  
食品名  

DDm   

米（玄米をいう。）   0．3   

そば   5   

大豆   0．3   

さといも類（やつがしらを含む。）   0．015   

かんしよ   0．05   

やまいも（長いもをいう。）   0．015   

その他のいも類注1）   0．015   

てんさい   0．05  

さとうきび   

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉   10   

かぶ類の根   0．3   

かぶ類の葉   10   

クレソン   10   

はくさい   10   

キャベツ   5   

芽キャベツ   5．0   

ケール   10   

こまつな   10   

きような   10   

チンゲンサイ   10   
ブロッコリー   0．5   

その他のあぶらな科野菜注2）   10   

チコリ   10   

エンダイブ   10   

しゆんぎく   10   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   10   

その他のきく科野菜注3）   10   

パセリ   10   

セロリ   2．0   

その他のせり科野菜注4）   10   

トマト   

ピーマン   

なす   1．0   

その他のなす科野菜注5）   10   

その他のうり科野菜注6）   10   

ほうれんそう   10   

しようが   0．015   

その他の野菜注7）   10   

注1）「その他のいも類」とは、いも類のう  
ち、ばれいしよ、さといも類、かんしよ、や  
まいも及びこんにやくいも以外のものをい  
う。  

注2）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶ  
らな科野菜のうち、だいこん類の根、だいこ  
ん類の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わ  
さび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽  
キャベツ、ケール、こまつな、きような、チ  
ンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及  
びハーブ以外のものをいう。  

注3）「その他のきく科野菜」とは、きく科野  
菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アーティ  
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゆん  
ぎく、レタス及びハープ以外のものをいう。   

注4）「その他のせり科野菜」とは、せり科野  
菜のうち、にんじん、パースニップ、パセ  
リ、セロリ、みつば、スパイス及びハープ以  
外のものをいう。  

注5）「その他のなす科野菜」とは，なす科野  
菜のうち，トマト，ピーマン及びなす以外の  
ものをいう。  

注6）「その他のうり科野菜」とは、うり科野  

菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、  
すいか、メロン類果実及びまくわうり以外の  
ものをいう。  

注7）「その他の野菜」とは、野菜のうち、い  
も類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野  
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、  
なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、た  
けのこ、オクラ、しようが、未成熟えんど  
う、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、  
スパイス及びハーブ以外のものをいう。   
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テプフユノジド（つづき）   

＝残留基準値  

食品名  
ロDm   

なつみかんの果実全体   2   

レモン   2   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）   2   

グレープフルーツ   2   

ライム   2   

その他のかんきつ類果実注8）   2   

りんご   

日本なし   

西洋なし   

マ／レメロ   

びわ   

もも   0．05   

ネクタリン   0．5   

おうとう（チェリーを含む。）   

いちご   

ラズベリー   
2   

ブラックベリー   3．0   

ブルーベリー   3   

クランベリー   0．5   

ハックルベリー   3   

その他のペリー類果実注9）   3．0   

ぶどう   2   

キウイー（果皮を含む。）   0．5   

アボカド   

マンゴー   0．7   

その他の果実注10）   1．0   

綿実   1．5   

なたね  2   

くり   0．1   

ペカン   0．01   

アーモンド   0．05   

その他のナッツ類注11）   0．1   

その他のスパイス注12）   2．0   

その他のハープ注13）   20   

牛の筋肉   0．05   

豚の筋肉   0．05   

その他の陸棲晴乳類に属する動物注14）の筋肉   0．05   

牛の脂肪   0．2   

豚の脂肪   0．2   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．2   

注8）「その他のかんきつ類果実」とは、かん  
きつ類果実のうち、みかん、なっみかん、な  
つみかんの外果皮、なつみかんの果実全体、  
レモン、オレンジ、グレープフルーツ、ライ  
ム及びスパイス以外のものをいう。  

注9）「その他のベリー類果実」とは、ベリー  
類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラッ  
クベリー、ブルーベリー、クランベリー及び  
ハックルベリー以外のものをいう。  

注10）「その他の果実」とは、果実のうち、  
かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋な  
し、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あ  
んず、すもも、うめ、おうとう、ベリー類果  
実、ぶどう、かき、バナナ、キウイー、パパ  
イヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マ  
ンゴー、パッションフルーツ、なっめやし及  
びスパイス以外のものをいう。  

注11）「その他のナッツ類」とは，ナッツ類  

のうち，ぎんなん，くり，ペカン，アーモン  
ド及びくるみ以外のものをいう。   

注12）「その他のスパイス」とは、スパイス  

のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに  
く、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及び  
ごまの種子以外のものをいう。  

注13）「その他のハープ」とは、ハープのう  

ち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  
葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のものを  
いう。  

注14）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」  
とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及  
び豚以外のものをいう。   
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テブフェノジド（つづき）   

残留基準値  
食品名  

ロロm   

牛の肝臓   0．05   

豚の肝臓   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．05   

牛の腎臓   0．02   

豚の腎臓   0．02   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の腎臓   0．02   

牛の食用部分   0．05   

豚の食用部分   0．05   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の食用部分   0．05   

乳  0．02   

鶏の筋肉   0．02   

その他の家きん注15）の筋肉   0．02   

鶏の脂肪   0．02   

その他の家きんの脂肪   0．02   

鶏の卵   0．02   

その他の家きんの卵   0．02   

魚介類   0．3   

とうがらし（乾燥させたもの）   10   

干しぶどう   2   

注15）「その他の家きん」とは、家きんのう  
ち、鶏以外のものをいう。   
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ビリブチカルブ（Pyributicarb）  

農薬の食品中の残留基準の追加設定  

魚介類への基準設定の要請があったもの。  

CH3  
I  

CH説嘔 
。。H3  

CH3  

農薬／除草剤  

チオカーバメート系除草剤である。  

植物体内の脂質生合成系阻害、特にスクワレンエポキシダーゼを阻害することに  

より作用するものと考えられている。   

円病害虫等  稲／水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカウ等   

状況   稲に農薬登録がなされている。  

国際基準は設定されていない。  

諸外国においても基準は設定されていない。   

許容一日摂取量（ADI）0．0088mg／kg体重／day  

L会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌〉   

評価結果   無毒性量0．88mg／kg体重／day  

安全係数100  

別紙1のとおり。  

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   9．2  

幼小児（1～6歳）   14．4  

妊婦   8．5  

高齢者（65歳以上）   9．1  

TMDI：理論最大一日摂取量（Theoretica［MaximumDaiLyIntake）   

況   
平成21年11月5日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定  

別紙2のとおり。   

審議の対象  

構造式  

作用機構  

適用作物／適用  

我が国の登録1  

諸外国の状況  

食品安全委員  

食品健康影響言  

暴露評価  

意見聴取の状ノ   
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農薬名  ビリプチカルブ  （別紙1）  

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績  

農産物名  案   現行   
PPm   

基準値  
ppm   ppm  ppm  ppm   

く0．005（＃），〈0．005（＃）／  
く0．005（軌く0．005（＃）／  

米   
く0．01，く0．01／  

0．03   0．1  ○  く0．01〈001   

魚介類   0．4  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）  

答申（案）   

ビリプチカルブ  

食品名   残留基準値 ロt）m  米  0．03  魚介類  0．4   
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オキサジアゾン（Oxadiazon）  

農薬の食品中の残留基準の追加設定及び暫定的な残留基準の見直し  

魚介類への基準設定の要請があり、併せてポジティブリスト制度導入時に  

設定した基準値の見直しを行うもの。  

H3ゝ。。 H3㌔・哲鞍 。H。   
H3C CH3  

農薬／除草剤  

オキサジアゾール環を有する除草剤  

クロロフィル生合成経路中のプロトポルフィリノーゲンオキシダーゼを阻害  

することで、細胞膜の過酸化を引き起こし、植物を枯死させると考えられて  

いる。   

同病害虫等  稲／水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワ等   

状況   稲に農薬登録がなされている。  

国際基準は設定されていない。EUにおいてクランベリー、ブルーベリー等  

に、ニュージーランドにおいてぶどう、たまねぎ等に基準値が設定されてい  

る。また、米国において、肉類及び乳に残留基準値が設定されていたが現  

在では削除されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．0036mg／kg体重／day  

L会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

評価結果   無毒性量 0．36rhg／kg体重／day  

安全係数100  

別紙1のとおり。  

なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品  

同様、一律基準（0．01ppm）が適用される。  

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   31．4  

幼小児（1～6歳）   48．6  

妊婦   29．6  

高齢者（65歳以上）   30．9  

TMDI：理論最大一日摂取量（Theoretica］MaximumDailytntake）   

況   
平成21年11月5日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定  

別紙2のとおり。   

審議の対象  

構造式  

作用機構  

適用作物／適用  

我が国の登録状  

諸外国の状況  

食品安全委員  

食品健康影響言  

基準値案  

暴露評価  

意見聴取の状   
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農薬名  オキサジアゾン  （別紙1）  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

訂
＿
 
 
 



（別紙2）   

答申（案）   

オキサジアゾン  

残留基準値  

食品名  

米   

ロDm  

0．02   
魚介類   0．6   
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性腺刺激ホルモン放出ホルモン・ジフテリアトキソイド結合物を  

有効成分とする豚の注射剤  

審議の対象   動物用医薬品の食品中の残留基準の設定   

経緯   薬事法に基づく動物用医薬品の製造販売の承認申請に伴い要請があ  

ったもの   

本剤の概要   性腺刺激ホルモン放出ホルモン（以下GnRH）・ジフテリアトキソイド（以下  

DT）結合物溶液を主剤とし、アジュバントとしてジエチルアミノエチルデキ  

ストラン、保存剤としてチメロサール及び溶剤を使用したもの   

適用動物／効能・効果   豚／免疫学的去勢効果   

我が国の承認状況   承認されていない。（新たに承認申請がなされたもの）   

諸外国の状況   オーストラリア、ニュージーランド、ブラジル、メキシコ、EU等において承  

認されている。   

食品安全委員会における  羊、ラット及び豚での経口投与試験から、本製剤の主剤であるGnRH・   

食品健康影響評価結果  DT結合物は、経口投与において、GnRH様作用、抗体応答及びその他  

の毒性影響も示さないものと考えられる。  

本製剤はペプチド製剤であるため、本製剤を経口摂取した場合には胃  

液中消化の過程で小さなペプチド及びアミノ酸に分解され、その作用は  

消失するものと考えられる。  

常用量を臨床投与経路である皮下に投与した際、投与4週後における  

投与部位の臨床所見及び病理組織学的検査のいずれにおいても異常  

は認められなかった。  

また、本製剤に含まれているアジュバント等の添加剤については、物  

質の使用状況、既存の毒性評価及び本製剤の投与量を考慮すると、本  

製剤の含有成分の摂取による健康影響は無視できると考えられる。  

以上のことから、本製剤が適切に使用される限りにおいては、食品を  

通じてヒトの健康に影響を与える可能性は無視できるものと考えられる。   

基準値案   食品安全委員会における評価結果を踏まえ、残留基準を設定しないこと  

とする。   

答申案   食品中の残留基準を設定しないことが適当である。   
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鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ暮テネラ・マキシマ）混合生ワクチン  

（日生研鶏コクシ弱毒3価生ワクチン（M））  

審議の対象   動物用医薬品の食品中の残留基準の設定   

経緯   薬事法に基づく動物用医薬品の再審査申請に伴うもの   

本剤の概要   鶏コクシジウム原虫（アイメリアテネラ、アイメリアアセルブリ  

ナ、アイメリアマキシマ）の弱毒株のオーシストを主剤とし、防  

腐剤としてソルビン酸及びエタノール、溶剤としてリン酸緩衝食  

塩液を使用した生ワクチン   

適用動物／効能・効果   鶏／アイメリアテネラ、アイメリアアセルブリナ、アイメリアマキ  

シマによる鶏コウシジウム症の発症抑制   

我が国の承認状況   平成8年より動物用医薬品として承認されている。   

諸外国の状況   ヨーロッパ諸国、米国、中南米及びカナダで承認されている。   

食品安全委員会における  承認時から再審査調査期間中に安全性に係る新たな副作用   

食品健康影響評価結果  報告、安全性を否定する研究報告は認められておらず、提出さ  

れた資料の範囲において、当製剤に関する安全性に係る新た  

な知見の報告は認められないと考えられる。  

本製剤の主剤であるアイメリア属原虫は宿主特異性が高く、  

鶏コクシジウム原虫は鶏にしか感染しないとされており、ヒトに  

対する病原性はない。また、添加剤については、本製剤の含有  

成分の摂取による健康影響は無視できると考えられる。  

以上より、本生物学的製剤が適切に使用される限りにおいて  

は、食品を通じてヒトの健康に影響を与える可能性は無視でき  

るものと考えられる。   

基準値案   食品安全委員会における評価結果を踏まえ、残留基準を設定  

しないこととする。   

答申案   食品中の残留基準を設定しないことが適当である。   
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牛及び豚用インターフェロンアルファ経口投与剤  

審議の対象   動物用医薬品の食品中の残留基準の設定   

経緯   薬事法に基づく動物用医薬品の承認事項の変更（豚に対する  

効能効果の追加）に係る申請に伴い要請があったもの   

本剤の概要   有効成分である天然型ヒトインターフェロンアルファ（BALL・1）  

に賦形剤として無水結晶マルトースを加えた散剤   

適用動物／効能・効果   牛（1ケ月齢未満）／ロタウィルスの感染症による軽度下痢の発症  

日数の短縮、症状改善、増体量低減の改善  

効能垂加豚／大腸菌性下痢症における発症日数の短縮、症状  

改善   

我が国の承認状況   牛用について平成16年より動物用医薬品として承認されている。   

諸外国の状況   牛及び豚用のいずれにおいても承認されていない。   

食品安全委員会における   実施された毒性試験の多くは非経口投与試験であるが、本   

食品健康影響評価結果  製剤の主剤である天然型ヒトインターフェロンアルファは、予定  

使用量の数億倍の用量でも急性毒性を認めない。また、各種の  

遺伝毒性試験、発生毒性試験の結果から、遺伝毒性発がん性  

や催奇形性はないと考えられる。  

各種晴乳類における本製剤の予定使用量の数十万倍を経口  

投与した場合でも、糖タンパク質である天然型ヒトインターフェロ  

ンアルファが経口投与された場合速やかに分解されるため、血  

液中から薬理活性のある成分は検出されておらず、静脈中へ  

の弓毒制投与試験から、動物体内への蓄積性も認められていな  

い。また、本製剤の使用量はヒトの臨床用量の数万から数十万  

分の－である。これらのことから、本製剤が適切に使用される限  

りにおいて、ヒトが食品を通じて薬理活性を有する天然型ヒトイ  

ンターフエロンアルファを摂取する可能性はほとんど無いと考え  

られる。また、本製剤の添加剤として含まれる物質については、  

当該物質を摂取することによる健康影響は無視できると考えら  

れる。  

以上のことから、木製剤が適切に使用される限りにおいては、  

食品を通じてヒトの健康に影響を与える可能性は無視できるも  

のと考えられる。   

基準値案   食品安全委員会における評価結果を踏まえ、残留基準を設定し  

ないこととする。   

答申案   食品中の残留基準を設定しないことが適当である。   
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食品衛生分科会における審議対象の経過について（報告）  

分科会   
分類   剤名   パブリックコメントの状況  WTO通報の状況  備考   

平成21年9月30日～ 211030日  意見なし   平成21年7月22日～    コメントなし  
7月3日   添加物   12－ペンタノール  

平成年月  平成21年9月20日  

2プロピオン酸アルデヒド  
平成21年9月30日ノ「一 1031  平成21年7月22日～  
平成2年1月日  平成21年9片21日   

平成21年9月30日～ 211032   平成21年7月22日～   コメントなし   
36－メチルキノリン  

平成年月日   平成21年9月22日  

4 亜塩素酸ナ巨」ウム   
平成21年9月30日～ 211033日  意見なし   使用基準の改正  
平成年月  平成21年10月18日   

農薬   平成21年8月3日～ 2192日  平成21年7月22日～   コメントなし   
1ペンシクロン  

基準値（案）の変更  

平成年月  平成21年9月20日  はなし  

平成21年8月3日～ 2192   平成21年7月22日～ 0  コメント有り   基準値（案）の変更  
2アセキノシル  平成年月日   平成21年9月2日  はなし  

3 イミダクロブリド   
平成21年8月3日～ 2192  意見有り   

平成年月日  平成21年8月3日～ 平成21年10月9日  コメントなし  基準値（案）の変更 はなし  

4 EPN   
平成21年8月3日～ 192  意見有り   平成21年8月3日～  基準値（案）の変更  

平成2年月日  平成21年10月9日   
コメントなし   はなし  

5 オキサジクロメホン   
平成21年8月3日～ 2192  意見有り   

平成年月日  平成21年8月3日～ 平成21年10月9日  コメントなし  基準値（案）の変更 はなし  

平成21年8月3日～ 2192  意見有り   
6 プレチラクロール  

平成年月日  平成21年8月3日～ 平成21年10月9日  コメントなし  基準値（案）の変更 はなし  

平成21年8月3日～ 2192  意見なし   平成21年8月3日～ 19  コメントなし  
7 テフリルトリオン  

平成年月日  平成21年0月日  

平鹿21年8月3日～ 2192日  意見なし   平成21年7月22日～   コメントなし  
動物用医薬品等  1ブロチゾラム  

平成年月  平成21年9月20日  



分科会   分類   剤名   パブリックコメントの状況  mo通報の状況  備考   

9月30日   添加物   13－メチルー2－ブタノール   平成21年12月1日～ 平成21年12月31日  実施中   
（現在手続中）  

2 5，6，7，8－テトラヒドロキノキサリン   
平成21年12月1日～ 平成21年12月31日  実施中   

（現在手続中）  

農薬   1イソテアニル   平成21年10月30日～ 平成21年11月28日  意見なし   平成21年10月7日～ 平成21年12月6日  実施中  

2 インドキサカルブ   （現在手続中）  （現在手続中）  

平成21年10月14日～ 平成21年11月12日  意見なし   
コメントの  

3 レビメクテン  平成21年9月18日～ 平成21年11月23日   有無につい  

て連絡待ち  

4 ブプロフェジン   平成21年10月14日～ 平成211112日  意見なし   （規制強化となる改正では  

年月  ないため実施せず）  

5 プロヒドロジャスモン   平成21年8月3日～ 平成21年9月2日  意見なし   平成21年7月22日～ 平成21年9月20日  コメントなし  

平成21年10月14日～ 平成21年11月12日  意見有り   
コメントの  

6 ピラクロストロビン  平成21年9月18日～ 平成21年11月23日   有無につい  

て連絡待ち  

7 ボスカリド   平成21年10月30日～ 平成21年11月28日  意見有り   平成21年10月7日～ 平成21年12月6日  実施中  

平成21年10月14日～  コメントの  
8 シメコナゾール  意見なし   

平成21年9月18日～ 平成211123日   有無につい  

平成21年11月12日  年月    て連絡待ち  

9 フエントラザミド   平成21年10月30日～ 平成21年‖月28日  意見有り   平成21年10月7日～  

平成21年12月6日   
実施中  

編
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分科会   
分類   剤名   パブリックコメントの状況  WTO通報の状況  備考   

豚サーコウィルス（2型）感染症（1型－2  

9月30日  動物用医薬品等   1型キメラ）（デキストリン誘導体アジュ  
象外  

WTO通報の対象外  
バント加）不活化ワクチン   

■鶏伝染性気管支炎  パブリックコメントの対  

2  象外  
WTO通報の対象外  

3 セフォベラゾン   
平成21年6月3日～ 平成21年7月2日  】意見なし   （規制強化となる改正では  

ないため実施せず）  

4 デストマイシンA   
平成21年6月3日～ 2172日  意見なし   平成21年5月13日～ 21712  コメントなし  

平成年月  平成年月日  

5 テルデカマイシン   
平成21年6月3日～ 2172日  意見なし   平成21年5月13日～   コメントなし  

平成年月  平成21年7月12日  

6 バロモマイシン   
平成21年4月15日～ 21514  意見なし   平成21年4月1日～   コメントなし  

平成年月日  平成21年5月31日  

フ リファキシミン   
平成21年8月3白～ 2192日  意見なし   平成21年7月22日～ 21920  コメントなし  

平成年月  平成年月日  

8 ノシヘブタイド   
平成21年10月14日～ 211112日  意見なし   （規制強化となる改正では  

平成年月  ないため実施せず）  
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高濃度にジアシルグリセロールを含む食品の安全性評価に  

必要な試験の信頼性確保について  

1．経緯・目的   

○高濃度にジアシルグリセロールを含む食品（花王（株）「ェコナクッキン  

グオイル」等）については、現在、食品安全委員会において食品健康影  

響評価が行われている。   

○本年7月、これら花王（株）のエコナ関連製品に、グリシドール脂肪酸エ  

ステルが一般の食用油より多く混入していることが判明したことから、  

本年9月、食品安全委員会より食品健康影響評価に係る補足資料の提出  

を求められ、花王（株）に必要な試験の実施等の対応を指示した。   

○花王（株）においては、これら必要な試験を外部の試験研究機関に委託し  

て実施することとしているが、信頼性及び中立性の確保を図るため、当  

該試験研究機関での試験について、厚生労働省として以下の専門家に確  

認を依頼することとする。  

2．メンバー  

国立医薬品食品衛生研究所所長  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

国立医薬品食品衛生研究所変異遺伝部長  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

国立医薬品食品衛生研究所動物管理室長  

慶鷹義塾大学薬学部臨床薬物評価学講座教授  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

西島  

大野  

能美  

松 田  

関 田  

諏訪  

斉藤  

弘
雄
彦
好
司
男
一
 
 

正
泰
健
り
清
俊
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3．確認内容   

・試験方法の科学的妥当性   

・試験実施機関における試験実施体制及び実施状況   

・試験データの確認   

・結果報告書の精査  
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平成21年11月30日  

厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課長 殿  

花王株式会社  

l  

グリシドール脂肪酸エステル及びグリシドールに関する補足資料の提出について   

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。   

標記の件につきましては、基準審査課長殿より平成21年9月8日付け食安基発0908第  

1号を以って補足資料提出のご連絡をいただいたところですが、平成21年9月17日付け  

で弊社より報告いたしました、優先して対応を進めている以下の3項目についでご報告を  

申し上げます。  

1．グリシドール脂肪酸エステル及びグリシドールの毒性に関する情報収集   

文献検索により、グリシドール脂肪酸エステル関連の情報9件、グリシドール関連の  

11件を収集いたしました（文献ファイル参照）。   

なお、グリシドールについては、数多くの毒性文献が見つかったため、米国国家毒性プ   

ログラム（NTP）■と国際がん研究機閑（IARC）が発行した評価報告書（それぞれ1990   

年と2000年）とその後に発表された文献を中心に収集いたしました。  

2，グリシドール脂肪酸エステルを経口摂取した場合の体内動態試験   

体内動態試験の実施には、グリシドール脂肪酸エステルとその予想代謝物の一つである   

グリシドールの血中濃度分析が必要となることからヾ弊社では信頗性の高い微量定量分析  

法の開発に向けて検討を重ねてまいりました。しかしながら、これらの分析法は、現時点  

では、世界的にみても確立された方法の報告はなく、予想以上に開発に時間を要しており   

ます。今般、弊社内での分析法開発の目途がたち、現在、GLP・基準に適合した試験受託  

機関にて微量定量分析法の検証を行っております。   

今後、信頼性の高い微量定量分析法を確定できしだい、ジアシルグリセロール中の主要   

脂肪酸がリノール酸であることをふまえ、グリシドールリノール酸エステルを経口摂取し   

た場合の体内動態試験に速やかに着手し、信頼性確保の確認を受けつつできる限り早期に   

報告するよう努めます。  

3．グリシドール脂肪酸エステル及びグリシドールの遺伝毒性試験   

ジアシルグリセ自－ル中の主要脂肪酸がリノール酸であることをふまえ、グリシドール  

リノール酸エステルについて、GLP基準に適合した試験受託機関にて遺伝毒性試験  

（Ames試験、染色体異常試験、小核試験）を実施し最終報告書を取りまとめ中であり、  

信頼性確保のための確認を受けたあと、報告する予定です。   

なお、グリシドールについては、文献検索によりNTPにて実施された遺伝毒性試験の  

結果を収集することができましたが、［文献ファイル（文献番号Gl）をご参照ください】  

併せて、グリシド∵ルリノール酸エステルと同様にGLP基準に適合した試験受託機関に   

てAmes試験、染色体異常試験、小核試験を実施中です。  

以上  
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グリシドール毒性関連文献  
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